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　江戸時代から明治以降にかけて，日本海・瀬戸内

海航路を中心に北海道と列島各地を結んでいた商

船，北前船が活動した時代には，常夜灯や灯明台，

高灯籠，日和山から洋式灯台（近代灯台）まで，

様々なタイプの航路標識が存在した．北前船は，前

近代と近代に重なる時代に活動し，様々な形態のラ

ンドマークを利用していたことから，筆者はそれら

を航海と交易，交流を支える装置群や制度群として

把握することで，近代灯台に留まらず，「灯台」的な

ものの日本的なあり方やその特徴を明らかに出来る

のではないかと考えている．

　本稿では，以上の視点から，日和山，常夜灯，灯

台の共通点と相違点に着目し，その役割，変遷の過

程について，小樽の事例を中心に考察してみたい．

　航路標識としての灯台を歴史的に遡ると，日本で

は奈良時代に遣唐使船の目印として炊かれた篝火が

挙げられるが，建造物として現在確認されている最

古の事例は，鎌倉時代，摂津国の住吉大社に建設さ

れた高灯籠である．その後，江戸時代になると航路

の整備，海運の発達により，各地に常夜灯，灯明台

が多数建設されるようになるが，これらは港や岬だ

けでなく，港に近い神社の境内等に設置されている

ことも多く，航路標識としての役割は共通している

が，設置場所は近代灯台とは異なっている．

　日本最初の近代灯台は，1869（明治2）年2月に

点灯した観音埼灯台とされるが，その後も常夜灯が

各地で航路標識の役割を継続していることが多く，

光達距離が短いことから諸外国から日本近海の航行

は危険であると認識される傾向があった（海上保安

庁灯台部編，1969)．

　日本では江戸時代以降，日和山が重要な航路標識

の役割を果たしていることが特徴である（南波 ,  

51p）．日和山は，古くは東北地方の鰺ヶ沢港など

阿倍比羅夫の征夷に遡るともいわれるが，文献で確

認されているのは，1663（寛文3）年に伊豆国下田

にあった大浦の日和山が現存最古とされる．日和山

は，船乗りが出港前に天候を見た山であり，江戸時

代に沿岸航路が整備され，海運が発達していた時

期，各地に設置されていったと考えられている．日

和山は単なる地形，山ではなく，船舶の寄港地に整

備された港湾施設の一種であることが重要である．

日和山を総合的に考察した南波松太郎は，その役割

を，「主役目」と「副役目」に分類して整理してい

る（南波，前掲書，7p）．前者として，①日和をみ

る，②出船を見送る，③入船を見る，④入船との連

絡，⑤入船の目印になることの5点を挙げ，後者と

して，①遊覧場所であること，②商人の商況判断の

資料を得ること，③唐船見張り番所の設置・砲台の

築造の3点を挙げている．主な目的である「日和を

見ること」は共通しているが，各地の日和山は，そ

れぞれ役割が異なる．また，日和山には方角石

（十二支で表した方位が刻まれた石）が設置されて

いたことも特徴である．
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　日和山の役割は，近代灯台と重なりつつも異なる

部分を持つ．日和山は，航路標識だけでなく，船の

出入港時の確認や連絡，さらに商人の商況判断など

を包括する幅広い機能を持つ港湾施設であった．日

和山は，20世紀半ばまで現役で利用されていたが，

その後は開発により消滅したものが多く，「日和山」

の地名だけが残る地域も多い．汽船など動力を持つ

船は，風向きや天候は帆船ほど航海に影響しないた

め，日和山の役割は次第に低下していったが，眺望

の良い場所に設置される傾向があったことから，遊

覧場所や見張り番所等が設置されることもあった．

日和山は日本以外には存在しないとされ，日本的な

航路標識のあり方を考える上で重要である（南波，

41p）．

　小樽港では，日和山，常灯台，近代灯台が設置さ

れており，時代によって場所や役割が変化してい

る．以下，小樽港を事例として，それぞれの特徴，

役割の変化について検討する．

　小樽は，江戸時代後期，ニシン漁場として賑わ

い，北前船が来港する港として発展した歴史を持

つ．小樽港では，江戸時代後期から幕末にかけて，

北前船の船乗りや商業者によって，祝津地区の高島

岬が日和山として整備され，活用された（図1）．方

角石は現存しておらず，日時計と台石があったと伝

わるがこれも現存しない．小樽の日和山は後述の通

り，その頂上に近代灯台が建設され，その名称が日

和山灯台となり，「日和山」の地名が残る唯一の近

代灯台となっている（高野 , 2018, 6p）．

　明治時代になると，北前船をはじめ様々な船舶の

出入りが急増し，港湾施設の整備が進められていく

中，明治4年，手宮海関所掛と，開拓使札幌本庁庶

務掛小樽詰から，勝納川河口の信香町に「常灯台」

を建設する申請が出された．勝納川は，日和山が

あった祝津より南で，河口には北前船が多数寄港し

ていた場所である．この「常灯台」の名称は「小樽

海関所灯台」であるが，「常灯台」「常夜灯」「常灯明」

等，様々な表現で呼ばれている（小樽市史，1958, 

427-428p）．

　「常灯台」は，工事費277両2分余，水面上の高さ

2丈６尺（約7.8ｍ），ガラス張りであった．「北海紀

行」（明治6年7月11日）によれば，「此日小樽ノ市街

稲荷宮ノ遷座軒ト燈ヲ掲ケ，山下一時ニ衆星ノ如ク

輝タルヲ見ル．就中海関所燈台ハ太白ノ蓬窓ヲ照ス

カト疑ハレ」とあり，当時小樽の名所となっていた

ことがわかる．ガラス張りではあるが，近代灯台で

はなく，近世以来の「常夜灯」の一種である（図2）

（林 , 1873）．

小樽港の様 な々ランドマーク小樽港の様 な々ランドマーク

図1. 日和山と日和山灯台（小樽市祝津）

図2. 常夜灯（小樽海関所燈台）小樽市史（1958）
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　しかし，この「常灯台」は，1874（明治7）年5

月に火事で焼失してしまい，翌年1月，小樽出張所

から造営方を伺い，指令が与えられたが着手されな

かった．その後，10年近く経過しても灯台は建設さ

れず，船乗りたちが不便だと指摘するようになっ

た．1883（明治16）年，札幌県は小樽港の出入船舶

に対し，小樽港の港外であることを標示するととも

に，その針路を定める上で最も重要な地点として，

江戸時代以来の祝津の日和山の山頂に経費6,603円

で灯台を建設し，同年10月15日，初点灯した．道内

では，明治5年に設置された納沙布岬灯台に次ぐ２

番目の近代灯台である．

　日和山灯台は，建設当初，木造六角形の白色の建

物で，高さは約7.6ｍ．二重に芯を使った石油ラン

プを灯し，その光は15海里（約28km）先まで届い

たという（図3）．以後，日和山灯台は船乗りたちの

重要な航路標識となった．1953（昭和28）年，日

和山灯台は円形コンクリート造に改築され，1957

（昭和32）年には映画『喜びも悲しみも幾年月』の

ラストシーンに登場したことで，一躍有名になった

（樋口 , 1972, 229-232ｐ）．

　1871（明治4）年に小樽で初めて設置された信香

町の「常夜灯」は，小樽港の繁栄の象徴として，長

く人々の記憶に残り続けた．『小樽市史』の裏表紙

に「常夜灯」の写真（明治５年，有幌方面から見た

写真，北海道大学蔵）が掲載されていることからも

そのことが伺える．解説には，「新天地に未来をか

けた人たちは，その光源を親しみを込めて常夜灯と

呼びました」と記載され，続けて，小樽港が北海道

開拓の玄関口，国際貿易にとって重要な役割を果た

してきたことを指摘し，「小樽経済の基盤を支えて

きた本港の港づくりの始まりは，この灯台であった

といえましょう」している。1997（平成9）年には，

かつて入船川の河口で船入潤となっていた小樽堺町

通り商店街南端のメルヘン交差点にこの常夜灯のモ

ニュメントが設置された（図4）（高野 , 2023, 10p, 

高野 , 2024, 41-42p） ．

　小樽祝津の日和山灯台と信香町の常夜灯から，航

路標識，ランドマークの日本的なあり方の一端が見

えてくる．

　本稿の，常夜灯，日和山，灯台のその共通点と相

違点に着目することで，航路標識としてのあり方を

捉え直す視点は，池ノ上真一氏の助言に寄るところ

が大きい．感謝したい．

常夜灯と日和山灯台の記憶常夜灯と日和山灯台の記憶
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灯台の足下から見える
地球の記憶と地域の歴史
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灯台，地球の歴史，地域の歴史，地質・地形学的特徴キーワード

　「海と灯台プロジェクト」は，灯台を中心とした地

域の海に関する記憶を掘り起こし，地域同士や日本

と世界をつなぐ新たな海洋体験を創造する取り組み

である．特に異分野・異業種との連携を視野に入れ

た活動を進めていくためには，灯台とその周辺地域

を多様な学術的視点から整理・検討することが重要

となる．そして，その成果を「地域のストーリー」

として発信することで，地域振興や観光産業の活性

化に寄与できることが期待される．

　灯台は航路標識としての機能を担う一方，建築物

や地域文化のシンボルとしても長い歴史をもってき

た（例えば，海上保安庁，2018）．日本には多くの

灯台が存在し，それぞれが置かれた自然環境や歴史

的背景は多様である．なかでも “海の難所” と呼ば

れる場所に設置された灯台は，地形や海流，気象な

どに特徴があるだけでなく，海難事故や地域伝承な

ど，地元の人々に深く根付いた歴史や文化とも密接

につながっている．したがって，灯台の足元にある

地質・地形的特徴と，その周辺で育まれてきた地域

の歴史との関連をひもとくことは，新たな視点でプ

ロジェクトを推進していく上で大いに意義があると

考えられる．

　そこで本稿では，千葉県銚子市の犬吠埼灯台を事

例として，灯台の足元に存在する地質・地形学的特

徴を明らかにし，地域の歴史とのつながりを概観す

ることで，新たな「地域のストーリー」を構築する

ための基礎的検討を行う．

　銚子市は，江戸の豪商であった鈴木金兵衛（俳

号：古帳庵）が詠んだ句「ほととぎす 銚子は国の

とっぱずれ」でも知られるように，関東平野の東端

に位置し，太平洋に突き出した半島部を有する地理

的特徴を持つ．北側には利根川，東側・南側には太

平洋が広がり，三方を水域に囲まれた特有の景観が

見られる．その半島突端部に設置されているのが犬

吠埼灯台である（図1）．

 

　半島の突端部に建つ犬吠埼灯台は，1872（明治5）

年に着工し，1874（明治7）年に初点灯した西洋式

灯台である．建設を指揮したのは，イギリス人技師

リチャード・ヘンリー・ブラントンであり，近代日

本における灯台建設の黎明期を象徴する貴重な建造

物といえる．地震の多い日本で，当時先進的とされ

た煉瓦造塔の構造技術が導入された点も特筆に値

し，今日では国の重要文化財に指定されている．灯

台が持つ歴史的価値と工学的価値は広く認知されて

いるが，本研究ではさらに裾野を広げ，灯台の足元

に注目することで，地球の長い時間スケールによっ

て作り出された地形や地質の成り立ち，そしてそこ

に根付いた地域の歩みをひもとく．

　犬吠埼灯台が建つ岬には，約1億年前の白亜紀に

堆積した浅海成の地層が露出する．アンモナイトな
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1.犬吠埼灯台周辺の地質1.犬吠埼灯台周辺の地質

千葉県銚子市における千葉県銚子市における
犬吠埼灯台の事例犬吠埼灯台の事例

図3. 1953年に鉄筋コンクリート造に改築される前の
	 木造六角形の日和山灯台　祝津町史（1972）

図4. 常夜灯のモニュメント（メルヘン交差点，1997年）
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